
総
括
質
疑
と
は
、
市
長
の
施
政
方
針
演

説
と
各
提
出
議
案
に
対
し
て
、
主
に
各
会

派
の
代
表
が
行
う
質
疑
の
こ
と
で
す（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
は
個
人
で
質
疑
を
行

う
）。３

月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
定
例
会
で

の
み
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

10人の
議員が質疑

水 島 誠 司

ち
が
さ
き

自
民
ク
ラ
ブ

過
去
最
大
規
模
の

予
算
編
成
に
つ
い
て

子
ど
も
政
策
重
視
の
財
源
確
保
と 

市
債
の
増
加
に
つ
い
て

質
問　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
未
来
志
向

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
過
去
最
大
規

模
の
一
般
会
計
予
算
と
な
り
、
施
政
方
針

も
、
急
務
で
あ
る
少
子
化
問
題
に
取
り
組

む
た
め
、
子
ど
も
政
策
を
重
視
し
た
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
市
債
の
増
加
で

今
後
の
財
政
状
況
を
不
安
に
思
う
市
民
も

い
る
。
子
ど
も
政
策
全
般
に
お
け
る
持
続

可
能
な
財
源
の
確
保
が
で
き
る
見
通
し
と
、

財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

回
答　
守
り
か
ら
攻
め
へ
舵
を
切
る
象
徴

で
あ
る
「
茅
ヶ
崎
市
実
施
計
画
２
０
２

５
」
の
大
事
な
２
年
目
と
し
て
、
十
分
議

論
し
、
必
要
と
判
断
し
た
事
業
を
計
上
し

た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
必
要
な
事
業
を
、
単
発
で
は
な
く
継
続

的
に
実
施
す
る
た
め
に
「
子
ど
も
未
来
応

援
基
金
」
へ
の
積
極
的
な
積
み
立
て
等
の

備
え
を
講
じ
て
き
た
。
ハ
ー
ド
事
業
に
つ

い
て
は
、「
市
債
を
発
行
し
て
で
も
実
施
す

べ
き
事
業
な
の
か
」と
い
う
観
点
で
事
業

採
択
の
判
断
を
す
る
と
と
も
に
、
財
源
の

優
位
性
が
高
い
防
災
・
減
災
事
業
債
や
緊

急
自
然
災
害
防
止
事
業
債
な
ど
を
最
大
限

活
用
す
る
。
令
和
６
年
度
予
算
に
お
け
る

市
債
約
１
２
２
億
円
に
対
し
、交
付
税
措
置

の
額
が
約
56
億
円
と
な
り
、
５
割
程
度
が

後
年
度
に
財
政
措
置
さ
れ
る
。
令
和
６
年

度
の
市
債
は
財
源
と
し
て
の
優
位
性
が
高

く
、
財
政
面
で
の
影
響
は
問
題
が
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。
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中
学
校
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て

質
問　
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
で
民
間
事
業
者

か
ら
配
送
さ
れ
る
中
学
校
給
食
は
、
先
日

事
業
者
が
選
定
さ
れ
た
。
一
番
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
食
の
安
全
で

あ
る
。
特
に
人
の
命
を
も
奪
い
か
ね
な
い

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
や
食
中
毒

等
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
食

の
安
全
に
つ
い
て
、
絶
対
に
食
中
毒
や
事

故
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
覚
悟
を
伺
う
。

回
答　
調
理
技
術
や
衛
生
・
危
機
管
理
、

施
設
の
視
察
等
の
多
岐
に
わ
た
る
項
目
で

事
業
者
を
審
査
し
た
。
給
食
開
始
後
、
文

科
省
や
厚
労
省
が
定
め
る
基
準
等
を
踏
ま

え
、
事
業
者
と
協
議
し
つ
つ
本
市
の
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
、
食
中
毒
等
の

危
機
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
衛
生
管
理
を
徹

底
す
る
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
は

提
供
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
使
用
し
な
い
献
立
の

日
を
設
け
る
他
、
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
情

報
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
予
約
シ

ス
テ
ム
上
に
警
告
を
表
示
さ
せ
る
等
の
対

応
を
す
る
。
食
材
の
選
定
に
お
い
て
も
、

委
託
事
業
者

に
任
せ
る
こ

と
な
く
、
市

の
栄
養
士
等

で
安
全
性
に

つ
い
て
検
討

を
行
う
。

長谷川由美

絆
・
新
政
・ 

新
し
い
風

動
き
出
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

障
が
い
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
の 

個
別
避
難
計
画
と
地
域
と
の
連
携

質
問　
本
計
画
で
は
地
域
の
協
力
が
必
須

と
な
り
、
協
力
を
要
請
さ
れ
る
市
民
は

「
命
に
関
わ
る
こ
と
に
ど
こ
ま
で
対
応
で

き
る
か
」
と
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
計
画
策
定
を
進
め
る
の
か
。

回
答　
令
和
５
年
度
の
意
見
交
換
の
結
果

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
意
見
交
換
の
場
を

設
け
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

文
化
芸
術
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

質
問　
本
事
業
実
施
に
当
た
り
、
教
育
委

員
会
や
学
校
と
の
連
携
は
不
可
欠
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

回
答　
多
様
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と

は
豊
か
な
心
と
感
受
性
を
育
む
こ
と
に
つ

な
が
り
、
学
校
教
育
の
充
実
に
資
す
る
。

国
の
事
業
の
活
用
と
併
せ
、
授
業
と
の
関

連
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
活
用
を
各
学
校

に
働
き
か
け
る
。

滝 口 友 美

公
明
ち
が
さ
き

希
望
を
届
け
る 

施
策
実
現
へ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問　
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て
の
喜
び

を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
こ

ど
も
モ
ニ
タ
ー
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
を
問
う
。

回
答　
小
学
校
４
年
生
か
ら
18
歳
ま
で
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実

施
す
る
ほ
か
、
職
員
が
学
校
等
に
赴
き
直

接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
障
が
い
児
等
へ
の
早
期
か
ら
の
切

れ
目
な
い
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

回
答　
医
療
的
ケ
ア
児
等
の
支
援
に
特
化

災
害
に
備
え
た
強
靭
化
に
つ
い
て

質
問　
能
登
半
島
地
震
の
課
題
を
踏
ま
え
、

業
務
継
続
計
画
更
新
の
必
要
性
は
。

回
答　
訓
練
の
検
証
等
か
ら
修
正
を
要
す

る
場
合
、
速
や
か
に
計
画
を
更
新
し
、
実

効
性
の
高
い
体
制
構
築
に
努
め
る
。

地
域
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

質
問　
魅
力
を
発
信
す
る
際
に
、
希
少
性

を
創
出
す
る
紹
介
を
し
て
は
ど
う
か
。

回
答　
ま
ち
を
ど
う
見
せ
た
い
か
、
ど
う

し
た
ら
共
感
が
得
や
す
い
か
等
の
大
き
な

視
点
で
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

早 川 仁 美

ち
が
さ
き

立
憲
ク
ラ
ブ

市
民
主
体
の 

ま
ち
づ
く
り
を

施
政
方
針
策
定
に
つ
い
て

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

五
類
感
染
症
移
行
後
の
１
年
間
を
ど
の
よ

う
に
総
括
し
、
今
後
の
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

回
答　
五
類
感
染
症
移
行
後
、
元
気
な
茅

ヶ
崎
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
の
活
動
量

が
大
き
く
回
復
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
活
動
量
に
至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、

地
域
の
行
事
等
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
が
停
滞
す
る
な
ど
、
活
動
の
継
承
に
課

題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
今

後
も
、
市
民
の
活
動
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

若
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　
若
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た
リ※
２
ス

キ
リ
ン
グ
支
援
策
は
。

回
答　
勤
労
市
民
会
館
で
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
相
談
や
支
援
機
関
及
び
助
成
制
度
を
紹

介
し
、
教
育
訓
練
終
了
後
の
転
職
に
向
け

た
伴
走
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

道
の
駅
の
事
業
展
開

質
問　
市
民
に
歓
迎
さ
れ
、
市
外
か
ら
の

来
訪
者
に
も
活
用
さ
れ
る
道
の
駅
と
す
る

た
め
の
方
策
は
。

回
答　
市
内
産
品
や
Ｃ
※
１

ｈ
o
ｉ
ｃ
ｅ
！
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
本
市

固
有
の
モ
ノ
や
コ
ト
、
さ
ら
に
は
、
湘
南

地
区
の
魅
力
を
多
く
の
来
訪
者
が
体
感
で

き
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
も
愛
着
を

持
っ
て
末
永
く
利
用
さ
れ
る
道
の
駅
と
な

る
よ
う
、
準
備
を
進
め
る
。

高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
及
び
健
康
相

談
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

回
答　
市
内
13
地
区
等
で
実
施
す
る
普
及

啓
発
に
加
え
、
学
生
等
と
商
業
施
設
で
健

康
測
定
を
共
催
す
る
な
ど
、
世
代
間
交
流

と
産
学
官
連

携
に
取
り
組

む
。

フレイル予防教室で行うこと

こ
ど
も
計
画
策
定
に
つ
い
て

質
問　
「（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市
こ
ど
も
計

画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民
や
子
ど
も
、

若
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
参

画
さ
せ
て
い
く
の
か
。

し
た
相
談
窓
口
の
新
設
や
医
療
的
ケ
ア
児

等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
に
よ
り
、

各
関
係
機
関
等
と
の
協
議
及
び
支
援
体
制

の
整
備
を
進
め
る
。

小
・
中
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の
改
修

質
問　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
体
育
館

の
ト
イ
レ
の
多
く
は
和
式
で
あ
る
。
円
滑

な
避
難
所
運
営
の
た
め
に
改
修
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

回
答　
各
小
・
中
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ

は
避
難
者
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
に
各
中
学
校
、
令
和
７
年
度

に
各
小
学
校
の
体
育
館
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
便
器
へ
の
改
修
及

び
「
み
ん
な
の
ト
イ

レ
」
の
設
置
等
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

改修予定の
体育館和式トイレ

２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。

※１　Choice!CHIGASAKI…令和7年7月の道の駅オープン（予定）とともに、茅ヶ崎全域のモノ・コトをブランド化して発信していくことを目指し、進めていく、道の駅から発信するオリジナルブランド。
※２　リスキリング…技術革新やビジネスモデルの変化に対応するために新しい知識やスキルを学ぶこと。
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問　
在
※
４

宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
を
補

完
す
る
他
の
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

質
問　
地
域
貢
献
施
設
が
東
横

イ
ン
か
ら
茅
ヶ
崎
市
観
光
協
会

に
貸
さ
れ
、
茅
ヶ
崎
Ｆ
Ｍ
と
茅
ヶ
崎
カ
フ

ェ
が
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
又
貸
し
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
賃
貸
料
の
実
態
は
。

回
答　
茅
ヶ
崎
市

観
光
協
会
が
茅
ヶ

崎
Ｆ
Ｍ
に
業
務
委

託
し
て
い
る
。

質
問　

Ｐ
※
６

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
健
康
被

害
防
止
の
た
め
、
河
川
や
海
岸

も
含
め
市
内
全
域
で
通
年
の

水
質
調
査
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

回
答　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が

あ
る
た
め
、
関
係
機

関
と
公
共
用
水
域
等

測
定
計
画
策
定
の
場

で
協
議
し
て
い
く
。

花 田　慎

市
民
の
声

ち
が
さ
き

令
和
６
年
度
の 

重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て

柾 木 太 郎

未
来
創
生
・

湘
風
ク
ラ
ブ

令
和
６
年
度 

施
政
方
針
及
び
予
算

金 田 俊 信

日
本
共
産
党 

茅
ヶ
崎
市
議
会 

議
員
団

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の 

推
進
に
つ
い
て

こ
ど
も
計
画
策
定
に
お
け
る
特
色
や 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
施
策
に
つ
い
て

質
問　
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
独
自
の

災
害
に
対
応
し
た 

常
備
消
防
の
再
整
備
に
つ
い
て

質
問　
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
消
防
署
本
署
の
建
て
替
え

時
期
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

回
答　
新
し
い
消
防
署
本
署
は
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
対
応
で
き
る
仕
様
と
す
る
ほ
か
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や
大
規
模
災
害
時
の

緊
急
消
防
援
助
隊
の
受
け
入
れ
な
ど
の
機

能
強
化
を
図

り
、
早
急
に

整
備
す
る
施

設
で
あ
る
と

認
識
し
て
い

る
。

課
題
な
ど
を
尊
重
し
た
特
色
あ
る
内
容
を

期
待
し
て
い
る
が
見
解
は
。

回
答　
何
が
本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
か
を
中
心
に
本
計
画
に
反
映
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子
育
て
環
境
の

整
備
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
の
ほ

か
、
子
ど
も
自
身
の
成
長
支
援
に
も
力
を

入
れ
、
特
色
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
。

本
市
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

質
問　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度

比
約
16
・
８
％
増
と
な
る
が
、
増
加
分
の

財
減
の
確
保
策
を
問
う
。

回
答　
国
や
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
や
交
付

税
措
置
が
大
き
く
、
優
位
性
の
高
い
市
債

等
を
活
用
し
予
算
を
編
成
し
た
。
引
き
続

き
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問　
令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け

て
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
が
始
ま
る
が
、
子
ど

も
た
ち
の
食
の
安
全
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点

か
ら
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
１
日
で
も

市
民
参
加
・
協
働
事
業
推
進
に
つ
い
て

質
問　
ま
ち
の
資
源
を
よ
り
活
用
す
る
た

め
、
市
民
参
加
や
協
働
を
さ
ら
に
推
進
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

回
答　
市
民
や
多
様
な
主
体
と
の
連
携
協

力
を
深
化
さ
せ
、
ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に

磨
き
上
げ
発
信
し
て
い
く
。

ア
ス
リ
ー
ト
支
援
施
策
の
取
り
組
み

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
選
定

基
準
の
透
明
化
や
ア
ッ
プ
カ
マ
ー
の
選
手

へ
の
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
見
解
は
。

回
答　
協
定
締
結
基
準
の
整
備
や
選
考
は
、

附
属
機
関
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。
将
来
が
期
待
さ

れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

市
訪
問
時
の
様
子
な
ど
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
タ
ウ
ン
誌
を
通
じ
て
広
く
発
信
し
て

い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進

質
問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

利
用
状
況
を
問
う
。

回
答　
令
和
６
年
１
月
末
で
27
組
が
宣
誓

し
て
い
る
。

質
問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

つ
い
て
、
自
治
体
間
連
携
の
展
望
は
。

回
答　
同
じ
制
度
設
計
で
あ
る
藤
沢
市
及

び
寒
川
町
と
都
市
間
連
携
を
開
始
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
フ
※
３

ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

回
答　
多
様
な
家
族
の
形
を
認
め
、
選
択

を
尊
重
し
合
う
先
駆
的
な
制
度
で
あ
り
、

全
国
的
な
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
性
自
認
へ
の
理
解

促
進
に
注
力
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

回
答　
性
の
多
様
性
も
含
め
、
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
合
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

社
会
の
実
現

に
取
り
組
む
。

市
民
や
地
域
の
活
動
の
振
興
に
つ
い
て

質
問　
松
林
地
区
地
域
集
会
施
設
等
複
合

施
設
の
整
備
で
工
夫
す
る
点
は
。

回
答　
「
外
か
ら
活
動
が
見
え
、
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
て
み

よ
う
と
思
う
空

間
」
を
設
計
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
、
多

様
な
世
代
の
意
見

を
基
に
検
討
を
進

め
る
。

回
答　
計
画
の
策
定
作
業
に
当
た
り
、
子

ど
も
や
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
高
校
生
や
大
学

生
な
ど
の
若
者
へ
の
「
直
接
ヒ
ア
リ
ン

グ
」
や
「
こ
ど
も
モ
ニ
タ
ー
」、「
市
民
討

議
会
こ
ど
も
版
」
等
を
実
施
し
て
い
く
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
、
若
者
が
回
答

し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
つ
つ
、
子
ど
も
版

の
簡
単
な
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

作
成
も
予
定
し
て

い
る
。
子
ど
も
や

若
者
の
意
見
を
丁

寧
に
聞
き
、
本
計

画
へ
の
参
画
を
進
め
て
い
く
。

提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

回
答　
ま
ず
は
安
全
・
確
実
に
中
学
校
給

食
を
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
献
立
を
工

夫
し
、
生
徒
の
健
康
で
望
ま
し
い
食
習
慣

の
確
立
に
向
け
、
食
育
を
推
進
す
る
。

回
答　
緊
急
時
の
受
入
・
対
応
策
と
し
て
、

市
内
４
カ
所
の
障
害
者
支
援
施
設
を
整
備

し
て
い
る
ほ
か
、
県
の
「
神
※
５

奈
川
県
メ
デ

ィ
カ
ル
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」
等
の
周

知
を
行
っ
て
い
く
。

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

医
療
的
ケ
ア
を
必
要 

と
す
る
方
々
へ
の 

レ
ス
パ
イ
ト
に
つ
い
て

豊 嶋 太 一

地
域
貢
献
施
設
の

使
わ
れ
方
に
つ
い
て

杉 本 啓 子

心
地
よ
い
生
活
環
境
の 

あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

清 野 匡 志

※３　ファミリーシップ宣誓制度… さまざまな事情により婚姻制度を利用できないカップルや生計を同一にする子ども等の家族について相互に協力し、継続的に共同生活を行うことを約束した関係であると宣誓したことに対して自治体が証明書等を発行す
る制度。

※４　在宅レスパイト…在宅で重症心身障害児者等を介護している家族等の負担軽減を図ること。
※５　 神奈川県メディカルショートステイ事業…日常的に医療的ケアを必要とする在宅で生活をしている重症心身障害児等が、家族の休息や冠婚葬祭などの事情により、一時的に在宅での生活が困難になった場合に、協力医療機関へ短期入院ができる制度。
※６　ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物の総称）…自動車のコーティング剤や消火器の消火剤等に含まれており、基準値以上が飲み水等に含まれると健康に影響があると言われている。

能登半島地震被災地で
救援活動する消防隊員

自分らしく
生きられる社会に

神奈川県

メディカルショートステイ

神奈川県障害福祉課 地域生活支援グループ

電話 （対応時間 平日 ～ ）

※ 夜間、土日祝日の受け付けはできません。

○ 介護に疲れて休養を取りたい

○ 保護者等の冠婚葬祭がある

○ きょうだい児の行事がある

○ 保護者が病気や事故にあった

事前登録が必要です。まずはご相談ください！お問合せ先

原則として 歳未満の方を対象とします
病院の空きベッドを利用するため、原則として１ヶ月以上先の予定はお受けできません
１回あたりの利用日数は最長７日間までです（病院と要調整）

日常的に医療的ケアを必要とする、在宅で生活をしている障がい児等の
方々が、家族の休息や冠婚葬祭などの事情により、一時的に在宅での生活
が困難になった場合に、協力医療機関へ短期入院ができる制度です。

どんな制度？

こんな時に
使えます

① 県内（政令市と中核市を除く）にお住まいの重症心身障がい児等
② 常時医学的管理※が必要な方
③ 医療型短期入所事業所が満床等の理由により利用できない場合
の①～③を全て満たす方がご利用できます。

対象となる方

※主に 「人工呼吸器を装着している」 「気管切開を行っている」 「経管栄養を行っている」等の状態の方です。

県のリーフレット

市民・子ども・若者の意見 
を反映したまちづくりを

市民の意見を取り入れた松林地区
地域集会施設等複合施設の外観図

明快な契約説明が必要水質調査が行われる宮ノ下橋付近
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ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
（
１
億
円
増
。
株
式

会
社
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
の
特
別
配
当

金
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、
積
立
金
を
増

額
す
る
も
の
）
姉
妹
都
市
交
流
基
金
積
立
金

（
６
２
６
６
万
３
０
０
０
円
増
。
株
式
会
社
ジ

ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
の
特
別
配
当
金
の
他
、

寄
附
金
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、
積
立
金

を
増
額
す
る
も
の
）

問　
特
別
配
当
金
を
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
と

姉
妹
都
市
交
流
基
金
積
立
金
に
積
み
立
て
た
理

由
は
。

答　
「
地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
配
当
元
の
意
向
を
受
け
、
市
内
外

へ
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
及
び
姉

妹
都
市
交
流
事
業
を
通
じ
た
ま
ち
の
魅
力
向
上

に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
で
あ
る
。

消
防
職
員
が
育
児
休
業
等
を
よ
り
取
得
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
茅
ヶ
崎
市

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

市立病院と 
消防の職員 
定数増へ

議案第14号　茅ヶ崎市
職員定数条例の一部を改
正する条例

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

香
川
駅
周
辺
整
備
事
業
費
（
３
４
９
万
９
０

０
０
円
増
。
香
川
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
の
想
定
よ
り
減
額
と
な
っ
た
補
償
算
定
等

に
係
る
委
託
料
及
び
公
有
財
産
購
入
費
を
減
額

す
る
と
と
も
に
、
用
地
買
収
に
伴
う
補
償
費
の

増
額
に
伴
い
、
補
償
補
填て

ん

及
び
賠
償
金
を
増
額

す
る
も
の
）

問　
事
業
の
概
要
と
進
捗
状
況
は
。

答　
本
事
業
は
、
香
川
駅
か
ら
西
に
延
び
る
市

道
７
１
１
５
号
線
の
路
線
を
拡
幅
し
て
、
歩
道

を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
況
４
メ
ー
ト
ル

程
度
の
道
路
幅
を
、
７
・
５
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅

し
て
、
北
側
に
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
設

置
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
、

計
画
延
長
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
用
地

買
収
は
70
％
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
令
和
５
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
理
由

は
。

答　
用
地
買
収
に
当
た
り
専
門
業
者
が
補
償
費

の
算
定
を
し
た
結
果
、
昨
今
の
物
価
及
び
人
件

費
の
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
予
算
で
は

対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

地
権
者
の
引
っ
越
し
等
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
補
償
費
の
一
部
を
お
支
払
い

し
、
移
転
準
備
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
た
だ
く

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

立
病
院
の
医
療
提
供
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

問　
消
防
職
員
の
育
休
取
得
環
境
の
充
実
は

「
男
女
と
も
に
」
と
い
う
見
解
か
。

答　
消
防
業
務
は
専
門
性
が
高
く
、
隔
日
勤
務

の
職
員
が
８
割
以
上
と
、
代
替
職
員
等
で
の
対

応
が
難
し
い
。
令
和
６
年
１
月
時
点
で
育
児
休

業
取
得
者
数
に
対
す
る
欠
員
が
生
じ
て
お
り
、

組
織
と
し
て
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境

整
備
が
図
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
規
職
員
の
採

用
に
よ
り
改
善
を
図
る
。
ま
た
、
本
改
正
に
伴

い
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
に
も
対
処
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
総
務
省
か
ら
女
性
消
防
職
員
の
目
標
割
合

が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
視
野
に

入
れ
た
改
正
か
。

答　
平
成
27
年
の
総
務
省
消
防
庁
通
知
に
基
づ

き
、
本
市
で
も
女
性
消
防
吏
員
の
比
率
を
令
和

８
年
度
ま
で
に
５
％
（
16
人
）
ま
で
引
き
上
げ

る
。

問　
都
内
で
は
、
病
床
数
３
０
０
床
に
対
し
職

員
定
数
６
５
０
人
の
病
院
も
あ
る
。
定
数
は
25

人
増
で
５
８
１
人
と
な
る
が
、
十
分
補
え
る
の

か
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
経
営
計
画
に
基

づ
き
入
院
患
者
数
増
な
ど
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
足
り

る
人
員
だ
と

考
え
て
い
る
。

主
な
質
疑

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
補
正
予
算
で
要
求
し
た
。

問　
本
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
地
権
者
と
契
約
を
締
結
後
、
ま
ず
土
地
を

更
地
に
し
、
埋
蔵
文
化
財
等
の
調
査
後
、
暫
定

整
備
と
い
う
形
で
土
地
を
整
備
す
る
。
下
水
道

の
工
事
等
も
あ
る
た
め
、
完
成
時
期
は
現
段
階

で
は
明
言
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、
暫
定
整
備
を

行
い
、
歩
者
分
離
を
図
り
な
が
ら
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
し
て
い
く
。

委
員
会
の
活
動

「
茅
ヶ
崎
ら
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」

を
政
策
討
議
の
テ
ー
マ
に
、
２
月
９
日
に
神
奈

川
大
学
国
際
日
本
学
部 

教
授
・
髙
井
典
子
氏

を
お
招
き
し
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
り
、
解
決
の
手
段
と
し
て
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
有
効
で
あ
る
の
か
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
政
策
提
言
に
向
け

て
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

市道路線の拡幅と
歩道設置に伴う
補正予算計上

議案第２号　令和５年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第13
号）所管部分

委員会では
全会一致

２次元コードから実際の映像等をご確認いただけます。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
10
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
阿
部　
英
光

副
委
員
長

　
早
川　
仁
美

金
田　
俊
信

水
島　
誠
司

岸　
　
正
明

柾
木　
太
郎

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
15
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川　
裕
暉

副
委
員
長

　
長
谷
川
由
美

杉
本　
啓
子

山
口　
順
平

藤
本　
恵
祐

加
藤　
大
嗣

滝
口　
友
美

株式会社ジェイコム
湘南・神奈川の
特別配当金を基金へ

議案第２号　令和５年度
茅ヶ崎市一般会計補正予
算（第13号）所管部分

委員会では
賛成多数

ちがさき自民クラブ
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
過去最大規模の予算計上となった。多くの事業を着実に

進めていくため、さまざまな補助金を最大限に活用するこ
とが将来に向けて非常に重要なファクターとなる。各課が
補助金等の獲得に向け取り組んでいることを評価する。

茅ヶ崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び 
運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

介護保険法の改正で対応はしやすくなる一方で、ケアマ
ネージャーの負担が増えることを許容してしまう改正とな
っている。さらに、ケアマネージャーのなり手が見つかり
にくい状況に陥る事も想定される。悪循環にならぬよう対
策を要望する。

絆・新政・新しい風
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
過去最大規模の予算だが、実施計画

2025の２年目として、事業推進と激変
する社会情勢や多様化する行政需要への
対応を具現化したものと捉え、緊急防災
減災事業債等の優位性の高い国のメニュ
ーを最大限活用した点を評価する。市税
収入確保のために未来志向のまちづくり
を進め、特に子育て世帯のニーズの的確
な把握と迅速な対応を図り、移住・定住
促進につなげることを期待する。また、
コロナ禍で停滞したスポーツ・文化活動
を前進させるための支援も必要である。

公明ちがさき
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
過去最大規模の予算だが、経済が激変

する中で、アンテナを張り、市民ニーズ
を的確に把握した上での柔軟な予算執行
が重要である。地域の防災力向上に向
け、防災リーダー育成に当たり「女性の
視点からの防災」を地域に根付かせると
ともに、障がい者の方が安心して相談で
きる体制整備を求める。子ども子育て施
策は「社会全体で子どもを育む」観点か
ら、産み育てやすく切れ目のない施策展
開を求める。また、認知症の方が地域で
安心して暮らせる環境整備も求める。

第１回定例会に提
出された各案件につ
いて、採決の前に各
会派などが態度を表
明し、その理由を述
べました。

討　論
こんな理由で

OR賛 成 反 対

性別問わず働きやすい環境へ

有識者との意見交換会の様子
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医
療
費
の
助
成
の
対
象
と
な
る
小
児
の
範
囲

を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問　
事
業
の
周
知
方
法
と
申
請
方
法
は
。

答　
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
申
請
が
必
要
な
方
に
は
個
別

に
通
知
す
る
。
申
請
方
法
は
、
基
本
的
に
は
電

子
申
請
を
採
用
し
、
窓
口
に
来
庁
す
る
こ
と
な

く
手
続
き
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
。

母
子
相
談
事
業
費
（
３
６
６
万
８
０
０
０
円

増
。
宿
泊
型
の
導
入
や
利
用
者
負
担
割
合
の
軽

減
、
利
用
回
数
の
増
加
な
ど
の
拡
充
施
策
に
よ

り
利
用
希
望
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
委

託
料
を
増
額
す
る
も
の
）、
特
別
支
援
学
級
関

係
経
費
（
２
６
６
２
万
円
増
。
市
内
の
特
別
支

援
学
級
に
お
け
る
在
籍
児
童
数
の
平
準
化
を
図

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

子ども・
子育て支援の
拡充

議案第２号　令和５年度
茅ヶ崎市一般会計補正予
算（第13号）所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
令

和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
茅
ヶ
崎

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
の
各
年
度
の
保
険
料
率
を
定
め
る
も
の
で
す
。

問　
今
回
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
介
護
保
険
制
度
内
に
お
い
て
所
得
再
分
配

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
低
所
得
者
の
保

険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
11
段
階
か
ら
16

段
階
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
低
所
得
者
へ
の
過
度
な
負
担
を
抑
制
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
間
層
は
ど
の
く
ら
い

軽
減
さ
れ
た
の
か
。

答　
第
一
段
階
の
方
は
月
額
39
円
、
第
二
段
階

の
方
は
月
額
１
８
０
円
の
負
担
増
に
抑
え
、
中

間
層
に
つ
い
て
も
過
度
な
負
担
が
な
い
よ
う
に

設
定
し
て
い
る
。

地
域
医
療
推
進
事
業
費
（
２
６
１
８
万
１
千

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

医療機関等へ
物価高騰対策
支援

議案第38号　令和５年
度茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第14号）所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

る
た
め
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
香
川
小

学
校
に
特
別
支
援
学
級
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
消
耗
品
費
、
工
事
請
負
費
等
を
増
額
す
る

も
の
）

問　
母
子
相
談
事
業
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
が
、
需
要
に
対
し
て
不
足
は

な
い
か
。

答　
医
療
機
関
や
助
産
所
（
通
所
型
６
カ
所
、

訪
問
型
12
カ
所
、
宿
泊
型
４
カ
所
）
に
依
頼
し

て
実
施
し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
は
足
り
な
い
、

利
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
声
は
な
い
。

問　
特
別
支
援
学
級
の
全
校
整
備
に
向
け
、
未

整
備
校
の
進
捗
と
見
解
は
。

答　
茅
ヶ
崎
市
教
育
基
本
計
画
の
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を
示
し
、

令
和
12
年
度
を
目
途
に
特
別
支
援
学
級
の
全
校

整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
２
年
間
に
３
校

程
度
開
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

委
員
会
の
活
動

「
未
来
に
つ
な
ぐ
文
化
財
の
継
承
～
保
全
と

活
用
に
向
け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
政

策
提
言
の
一
環
で
、
２
月
７
日
に
下
寺
尾
官か

ん

衙が

遺
跡
群
と
市
博
物
館
等
を
視
察
し
、
本
市
の
文

化
財
の
現
状
把

握
と
貴
重
性
・

重
要
性
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
進

め
ま
す
。

主
な
質
疑

介護保険料率の
段階を拡大

議案第22号　茅ヶ崎市
介護保険条例の一部を改
正する条例

委員会では
賛成多数

円
増
。
地
域
の
医
療
体
制
を
下
支
え
す
る
た
め
、

医
療
機
関
や
薬
局
等
の
事
業
運
営
を
支
援
す
る

こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
等
を

増
額
す
る
も
の
）

問　
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
。

答　
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
増
分
を
価
格
転
嫁

で
き
ず
に
苦
慮
す
る
医
療
機
関
等
に
、
支
援
金

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
支
援
金
の
支
払
基
準
は
。

答　
入
院
機
能
の
あ
る
病
院
や
有
床
診
療
所
は

１
床
当
た
り
１
万
１
０
０
０
円
、
医
科
診
療
所

や
歯
科
診
療
所
、
助
産
所
及
び
調
剤
薬
局
は
１

施
設
当
た
り
２
万
５
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。

障
害
者
ふ
れ
あ
い
活
動
ホ
ー
ム
運
営
経
費

（
１
２
８
０
万
４
千
円
増
。
ふ
れ
あ
い
活
動
ホ

ー
ム
赤
羽
根
の
外
壁
タ
イ
ル
改
修
工
事
を
行
う

た
め
、
エ
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問　
外
壁
タ
イ
ル
工
事
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯

等
を
伺
う
。

答　
建
築
基
準
法
の
規
定

に
基
づ
き
外
壁
調
査
を
し

た
結
果
、
広
範
囲
で
タ
イ

ル
等
の
浮
き
が
確
認
さ
れ

た
た
め
補
修
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

主
な
質
疑

ふれあい活動
ホーム赤羽根
改修

議案第２号　令和５年度
茅ヶ崎市一般会計補正予
算（第13号）所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
水
本　
定
弘

副
委
員
長

　
藤
村
優
佳
理

木
山　
耕
治

金
子　
　
遥

吉
川
ひ
か
り

菊
池　
雅
介

伊
藤　
素
明

小児医療費助成を 
18歳までに年齢拡大

【７月１日より施行】
議案第20号　茅ヶ崎市小児
の医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例

委員会では
全会一致

未来創生・湘風クラブ
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
少子高齢化や自然災害、新

興感染症対策など、安全安心
な市民生活の実現に向けて今
やらなければならないことに
対応する予算である。主な事
業は、子ども子育て支援や高
齢者施策など市民に直接関係
する事業や、ひとりひとりが
持つ力を最大限発揮するため
の事業である。さらに人財の
確保、養成、活用を推進する
ことは、評価する。

ちがさき立憲クラブ
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
過去最大規模の予算案とな

った。最小の経費で最大の効
果を上げるべく適切な執行体
制の確保とエビデンスに基づ
く政策立案・遂行、職員のコ
スト意識の徹底を求める。ま
た、自治基本条例の理念に基
づき、分かりやすい情報提
供・共有に努め、市民参加、
市民との連携・協力、なお一
層の行政手続きの公正の確
保、透明化を求める。

会派に属さない議員
賛

成

指定管理者の指定について
議案６件の指定管理者の候補

者の選定が全て非公募とされた
が、多くの施設で指定管理者制
度導入から一度も公募化されて
おらず、市民は市民満足度の向
上を図るための優れたノウハウ
を得る機会を失い続けている。
指定管理者は、外郭団体見直し
基本方針に基づき、自立に向
け、より一層の効率的・効果的
な経営体制を確立されることを
望む。 （清野匡志議員）

市民の声ちがさき
賛

成

令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算
小学校給食費の公会計化に

ついて、現在、給食費の徴収
管理は各学校の教職員が毎月
集金や未納の対応に当たって
おり、教職員の長時間勤務へ
の懸念から、待ち望んだ公会
計化である。令和７年４月の
運用開始に向け、着実な進行
を要望する。また、中学校給
食について、生徒の食の安全
に対しデリバリー業者としっ
かり取り組むよう要望する。

日本共産党 
茅ヶ崎市議会 

議員団
反

対

茅ヶ崎市介護保険条例
の一部を改正する条例

介護保険料の所得区分を
16段階にすることで低所
得層の負担軽減を図ってい
るが、物価高騰により市民
の暮らしが苦境にある中、
介護保険料を標準月額で
400円引き上げることは認
められない。

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
13
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
花
田　
　
慎

副
委
員
長

　
岡
崎　
　
進

豊
嶋　
太
一

清
野　
匡
志

今
井　
理
華

新
倉　
真
二

山
﨑　
広
子

下寺尾官衙遺跡群の視察の様子

ふれあい活動ホーム赤羽根
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議案番号 件　　名

議決結果

ち
が
さ
き 

自
民
ク
ラ
ブ

絆
・
新
政
・ 

新
し
い
風
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本会議 
審議日

議案第1号 専決処分の承認について 2月28日 承認 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第2号 令和５年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第13号） 2月28日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯
議案第3号 令和５年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 2月28日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第4号 令和５年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 2月28日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第5号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ● ◯
議案第6号 令和６年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯
議案第7号 令和６年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯
議案第8号 令和６年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯
議案第9号 令和６年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業特別会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第10号 令和６年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第11号 令和６年度茅ヶ崎市病院事業会計予算 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第12号 茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第13号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例

3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯

議案第14号 茅ヶ崎市職員定数条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第15号 茅ヶ崎市税外収入金の督促及び延滞金の徴収に関する条例の一部を
改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第16号 茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例 2月28日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯
議案第17号 茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第18号 茅ヶ崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第19号 茅ヶ崎市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第20号 茅ヶ崎市小児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第21号 茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第22号 茅ヶ崎市介護保険条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯

議案第23号
茅ヶ崎市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定
める条例及び茅ヶ崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第24号
茅ヶ崎市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例及び茅ヶ崎市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第25号 茅ヶ崎市環境基本条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯

議案第26号 茅ヶ崎漁港管理条例及び茅ヶ崎市海岸保全区域占用料等徴収条例の
一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第27号 茅ヶ崎市都市公園条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第28号 茅ヶ崎市営住宅条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第29号 教育委員会委員の任命について 2月26日 同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第30号・31号 指定管理者の指定について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第32号・33号 指定管理者の指定について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯
議案第34号・35号 指定管理者の指定について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第36号の１から3 市道路線の廃止について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第37号の１から７ 市道路線の認定について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第38号 令和５年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第14号） 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第39号 茅ヶ崎市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯

議案第40号 茅ヶ崎市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議案第41号から43号 動産の取得について 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第1号 パレスチナ自治区ガザ地区における人道的停戦を求める決議 3月22日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
報告第1号 専決処分の報告について 3月22日 報告

○賛成　●反対

議案等の議決結果等（令和６年第１回定例会）

令和6年4月1日（月）8:30から
5月14日（火）17:00まで
住所・氏名（フリガナ）・電話番号・年齢・参加方法 対面orオンラ
イン（ZOOM）をいずれかの方法でご連絡ください。

定 員 各回20名（オンライン参加含む）
定員を超えた場合は市内在住・在学・在勤者を優先として抽選を行います。

中学生以上

パレスチナ自治区ガザ地区における人道的停戦を求める決議

決議を可決しました

月 日（曜日） 内　　　容

6

５（水）
本会議(＊ 先議案件趣旨説明〜質疑〜

付託／一般質問）
＊先議案件委員会審査／
＊議会運営委員会

６（木） 本会議（＊  先議案件最終審議／ 
一般質問）

７（金） 本会議（一般質問）
10（月） 本会議（一般質問）
13（木） 本会議（一般質問）

14（金）
＊本会議（ ＊一般質問／ 

▲各案件趣旨説明〜質疑〜
付託／▲＊報告）

19（水） 都市経済常任委員会（議案等の審査）

20（木） 環境厚生常任委員会（議案等の審査）
／＊議会運営委員会

21（金） 文化教育常任委員会（議案等の審査）
24（月） 総務常任委員会（議案等の審査）

27（木）
＊議会運営委員会 
＊本会議（ 追加案件趣旨説明〜質疑〜 

付託／報告）
＊委員会審査（追加案件）

28（金） 本会議（ 各案件最終審議／ 
＊報告に対する質疑）

■令和６年第２回定例会の日程（予定）

〇原則として午前10時から 
＊ 印のある場合は、案件がある場合に行われます。一般質問実施

人数及び追加案件の有無によって６月14日（金）と27日（木）
は休会になります。
詳細については、５月29日（水）開催予定の議会運営委員会
で決定されますので議会事務局にお問い合わせください。

▲ の案件は、一般質問の人数によって前日程に繰り上げて実施し
ます。

※ 請願と陳情の第２回定例会での取り扱いは、５月31日（金）
の正午までに提出されたものを対象とします。

■全員協議会の開催状況
月 日 

（曜日） 内　　　容

1 24 
（水）

【協議事項】
１　 （仮称）茅ヶ崎市公共施設等個別施設計画 

（素案）について
２　 茅ヶ崎市地域公共交通計画（素案）について
３　茅ヶ崎市感染症予防計画（素案）について
４　 いのち支えるちがさき自殺対策計画 

（第２期茅ヶ崎市自殺対策計画）（素案）について
５　茅ヶ崎市立病院経営計画（素案）について

2 26 
（月）

【協議事項】
１　教育委員会委員の任命について

3 18 
（月）

【報告事項】
１　子育て支援センターの機能拡充について
２　 湘南東ブロックし尿処理広域化方針に基づく 

事務の委託について

■議会の動向
１月 16日 三重県松阪市議会議員５名が視察来庁

22日 議会運営委員会（10名）が行政視察（茨城県つくば市）を実施
30日 長野県上田市議会議員９名が視察来庁
31日 広報広聴委員会

２月 ２日 新潟県三条市議会議員７名が視察来庁
５日 ＩＣＴ活用推進協議会
７日 文化教育常任委員会（６名）が行政視察（茅ヶ崎市内）を実施
15日 広報広聴委員会

３月 11日 ＩＣＴ活用推進協議会
18日 広報広聴委員会
28日 環境厚生常任委員会（6名）が行政視察（神奈川県）を実施

４月 ５日 広報広聴委員会
12日 ＩＣＴ活用推進協議会

※ 議長の動向については、 
ホームページに掲載しています。 

（「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）
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370.5％増5.7％減

14.4％増0.7％増

5.5％増8.8％減

1.1％増4.8％増

令和５年度令和４年度 令和６年度

特別会計予算の推移
※万円未満は四捨五入
※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金」です。

令和６年度予算の概要
令和６年度は未来志向のまちづくりを強力に推進することで、コロナ禍からの回復にとどまらず、それ以

前を超える活力と魅力を生み出していくために集中投下する過去最大規模の予算となっています。

依
存
財
源

自
主
財
源

県支出金
63 億 4835 万円

総務費（予備費を含む）

103 億 6676 万円

土木費（災害復旧費を含む）

99 億 1073 万円
民生費
374 億 6485 万円

衛生費
106 億 8255 万円

労働費
2 億 2349 万円

農林水産業費
3 億 3545 万円

商工費
33 億
1724 万円

市税
373 億 8973 万円市債

121 億 8980 万円

各種交付金及び
地方譲与税
123 億 1173 万円

国庫支出金
154 億 9421 万円

諸収入等
58 億 9308 万円

繰入金
10 億 524 万円

使用料及び手数料
15 億 9786 万円

繰越金
10 億円

932億
歳入

3000万円
932億

歳出

3000万円

議会費
4 億 1857 万円

一般会計歳入内訳一般会計歳出内訳

消防費
35 億
495 万円

教育費
111 億 2019 万円

公債費
58 億 8522 万円

市長による新年度予算案の提案及び施政方針演説
【施政方針演説要旨（抜粋）】
・ 令和６年度は、未来志向のまちづくりにさらにアクセルを踏み込み初動の勢いを加速させること

で、活気あふれる、強く、やさしいまちへと大きく前進する年である。
・ これまで抱えてきた課題の解決や未来志向のまちづくりを強力に推進することで、コロナ禍からの

回復を超える活力と魅力を生み出していく。
・まちの課題に向き合い、未来に向けて力強く前進し、本市をさらなる高みへと導く。
・ 個々の事業を磨き上げ、研ぎ澄まし、未来に向けた事業を一つでも多く実現するという理念のもと、
『茅ヶ崎市実施計画2025』の１年目である前年度を超えて過去最大規模の予算となった。

市長が、新年度予算案
を提案するとともに、ど
のような考え方や方針で
市政を進めていくかを明
らかにするため、毎年第
１回定例会で施政方針演
説を行います。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
目の不自由な方にも議会の活動を知

っていただくため、点字版と録音版
（茅ヶ崎録音奉仕会のご協力で作成）
の「議会だより」を発行しています。

利用を希望される方は議会事務局ま
でお問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部
を掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。
〇 令和６年第１回定例会の本会議・委員会の状況につい

ては、市ホームページで録画映像をご覧いただけます。
〇 令和６年第１回定例会の会議録は、５月下旬から市ホ

ームページ、市立図書館、市役所の市政情報コーナー
などでご覧いただけます。

市議会の SNS

市議会の公式会
議の情報や議長の
動向、委員会等の
視察の様子などを
発信しています。

市議会の取り組みや
議会報告などを動画で
配信しています。

ぜひチャンネル登録
をお願いします。

議案審査等を行った会議の会
議録を公開しています。会議名
や日付、発言内容などで検索も
できます。

会議録
過去１年間の議案審査等を行

った会議の映像を公開していま
す。当日の生の映像をぜひご覧
ください。

会議映像

前年比 16.8％前年比 16.8％
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特集　令和６年度予算
未来に向けたより多くの事業の実現へ
〜一般会計で過去最大規模の 932 億 3000 万円〜

２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。

市の予算。それは１年間のお金の使い道をまとめたものです。
令和６年度に取り組む事業の経費をとりまとめた予算７件について、市議会では「予算特別委員会」という委員会を特別に立ち上げ、４日間に

かけて集中的に審査しました。審査では、事業の内容やスケジュールは適切か、予算額が適正かどうかなどについて行政に質疑を行いました。
結果として、予算特別委員会では予算７件が全会一致で可決、その後の全議員による採決でも全会一致及び賛成多数により可決され、令和６年

度の予算が確定しました。

３月４日
予算特別
委 員 会

３月６日
予算特別
委 員 会

３月５日
予算特別
委 員 会

３月７日
予算特別
委 員 会

予算特別委員会で行った質疑は、録画映像を配信し
ています。ぜひご覧ください。

令和６年度予算の詳細は７ページに掲載しています。

国が定める学校給食摂取基準に基づき市で作成した献立を、市と契約を締結
した民間事業者が調理しランチボックスに盛り付けた給食を実施します。給食
の内容は、主食・おかず・汁物・牛乳による完全給食とし、ごはんや汁物は蓄
熱材を使用することにより温かい状態で提供します。

令和６年１０月から６校、令和７年５月から７校において中学校給食を実施
します。

令和5年度に災害発生時等にどのような支援を必要とするか把握するため作
成したチェックリストの結果を基に、令和6年度から避難行動要支援者ごとに
避難支援等を実施するため個別避難計画の作成を開始します。また、地域をは
じめとした避難支援等関係者等と連携・協力のための調整を継続し、要支援者
の避難支援に対する実効性を高めます。

スポーツ振興に関する協定(通称：スポーツアンバサダー協定)の締結、アス
リート応援金「（仮称）はばたけ、子どもたち 文化・スポーツ応援金」の運用
及び本市ゆかりのアスリート等を応援する取り組みを実施します。

共働き世帯や核家族世帯の増加等、社会情勢の変化により多様化する保育ニ
ーズに対応し、必要な保育ニーズの受け皿が確保され、安心して子どもを預け
ることができる状態を目指すため、保育士確保対策、医療的ケア児受入促進事
業、幼稚園を活用した待機児童解消対策を実施します。

施設の建設工事や道の駅へ効果的に誘導するための道路標識の製作、出店(
荷)者募集や道の駅から発信するオリジナルブランド「Choice!CHIGASAKI」
の第2回認定等、令和7年7月のオープンに向けて、ハード・ソフトの両面から
準備を進めます。

妊娠中から心身の不調がある方や産後に回復が思わしくなく体調不良の方、
家族・親族等から支援が受けられないなどで家事育児が日常的に困難な家庭
が、産前・産後にヘルパーを利用できるよう支援します。支援内容は、家事及
び育児に関する支援です。

優先交渉権者の事業者との今後の交渉方針は。
給食を開始する令和6年10月までに、献立の調理及び衛生管理に
ついて会社等と十分に協議を行い、万全を期していく。また、給食
開始後においても、調理工程の管理を企業側に任せきりにすること
なく、毎日市の栄養士を調理施設に派遣し、モニタリングを行うこ
とで意思疎通を密に行っていく。

Ｑ．
Ａ．

個別避難計画を立てていくことに当たり、令和６年度のスケ
ジュールは。
令和５年度に順次作成しているチェックリストを基に、令和６年
度上半期は、避難支援等の関係者、福祉専門職への説明等の準備を
行い、令和6年度下半期には個別避難計画の作成に着手していく予
定である。

Ｑ．

Ａ．

（仮称）はばたけ、子どもたち 文化・スポーツ応援金制度は、コロナ
禍以前にあった賞賜金制度と同等のものと認識してよいか。また、団
体チームの拠点が市外で、本市民が入っている場合の応援金の対応は。
コロナ禍以前に実施していた茅ヶ崎市スポーツ全国大会等出場祝
金をベースにしているが、今回この原資がこども未来応援基金であ
ることもあり、年齢要件を18歳以下に限定している。また、市外の
チームへの応援金は支給されないが、市外のチームに所属している
市内の子どもたちへの応援金は支給される。

Ｑ．

Ａ． 幼稚園を活用した待機児童解消対策については、２歳児預かりや
満３歳児保育、長時間預かりなどを実施した幼稚園に対し、その改
修費や備品購入の補助をするものである。令和６年２月、幼稚園協
会の園長会へ保育の申請が急増している状況等を説明し、預かり時
間の延伸等について検討の呼びかけを行った。

昨今、保育園と幼稚園の需給のバランスが少しずれてきており、定員割れを
している幼稚園もあるようだが、需給バランスを取る施策として期待してい
る。市内の幼稚園においてどの程度の需要を想定して取り組んでいるのか。

Ｑ．

Ａ．

第２回のChoice!CHIGASAKIの認定について、「茅ヶ崎らし
さ」を強調することが必要だと考えるが検討状況は。
運営事業者からの提案もありマ

※７
イクロツーリズムや着

※８
地型観光に

茅ヶ崎の文化等を含め、ツアーに盛り込んでいただくことも検討し
ている。
２日間にわたって開催した市民ワークショップでいただいた「茅
ヶ崎のいいところ」も踏まえてChoice!CHIGASAKIを広げていく
べく、第2回認定を見据えながら道の駅運営事業者と協議している。

Ｑ．

Ａ．

新規事業である産前・産後ヘルパー事業の積算根拠は。また、利用回
数の想定及び助産院など受け皿となる事業者の見込みについて伺う。
年間1500人以上の方が生まれており、うち約10%の方が平均15
回程度利用すると想定している。本市においては、余裕をもって利
用していただけるよう、産前に20回、産後に20回利用するとして
積算している。
また、事業者については居宅サービス事業者及びベビーシッター
事業者を検討しており、現在、市内外の事業者へヒアリングを実施
している。

Ｑ．

Ａ．

中学校給食実施事業
6 億 8,464 万円

避難行動要支援者支援事業
4,220 万円

アスリート支援事業
544 万円

保育所等待機児童解消対策推進事業
2 億 9,627 万円

道の駅整備推進事業
18 億 1,551 万円

家族と赤ちゃんのための産前産後応援事業（産前・産後ヘルパー事業）
1,329 万円

Attention 1

Attention 3

Attention 5 Attention 6

Attention 4

Attention 2継続拡充

継続拡充

継続拡充

継続拡充

継続拡充

新規事業

CHIGASAKI CITY COUNCIL PUBLICITY PAPERS NO.228 2024 SPRING

※７　マイクロツーリズム…地元の方が近場で過ごす旅のスタイル。安全、安心に過ごしながら地域の魅力を深く知るきっかけになり、地域経済への貢献が期待できる。
※８　着地型観光…旅行者の訪れる観光地が観光商品を設計し、情報発信を行うもの。特定の地域の魅力をプロモーションしやすい。
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